葉鈺汶の自伝
　西暦1966年に生まれた私は、現在、新竹に住んでおります。私は、国立空中大学で商業管理を専攻し、西暦2001年に卒業した。趣味は、語学です。大学時代には、いろいろな学校のサークルに参加し、積極的にサークルのリーダーとして勤めた経験もあり、このほかに就学中には、マクタノルでアルバイトした経験もあったのです。今では、私は、一人の日本人と一人のカナタ人を相手に中国語を教えています。

　仕事の経歴として、現在のグラントホテルに勤務したことがあり、日本語の

勉強も、このホテルで始まったのです。私の仕事の内容は、宿泊の予約業務を

受付の担当でした。これのほかに、フロントの接客仕事もしたのです。こうした仕事場で、外国語、特に英語と日本語の絶好の語学修業の場にもなったのです。いろいろ外国の友人が仕事を通じて、お互いに知り合ったのです。また、私は語学の塾に通っていた時も、外国人の友たちがたくさん出来たのです。

　私の趣味は、語学の翻訳と文章を書くことです。自分の夢として、自分に属される家屋が欲しいです。この夢に向けて、私は、精いっぱいに頑張っていて、
未来には、出来れば、自分の家で、好きな仕事に専念することができるように

したいし、自分なりの生き方があるように生きたいのです。なお、経済的に精神的にも、充実たる人生を送りたいと思っています。

　私の人生観は、お金で買えないもの、愛情、信頼、健康などを大切にしたいと思っています。成功ということは、むろん、皆様の目標ですが、私は、却って、それほどの興味がないです。なぜならば、私は、人間の心身の生活がさえよければ、浮世の期待するほどの成功があるか、どうかにも、構わなくても、良いだと私は思っています。

　今では、むろん、私はまだ、若いなので、若い青春を大事にしていながら、
私も精いっぱいに努力をして、楽観的に困難に立ち向かって挑戦します。

平日には、ほかの人と協調しながら、自分の原則を堅持する場合もあります。

自分の誠意と情熱を持ちながら、人々と接すれば、自然的に相手も、同じく親善に対応してくれる筈だと私は確信しております。
　私の性格は、繊細的に親切がちのタイプであり、人々と接する時も、笑顔や、清潔感などを持っています。仕事の態度は、極めて真面目で、几帳面をする時もあり、同僚との触れ合いも、丁寧し、慎重と率直する時もあるのです。私の

短所は、ほかの人に信じし易くなることです。

　私の座右銘は、日本語と言えば、七転び八起きという諺です。また、自分の

頭もそれほど賢くないので、自分の座右銘のリストには、石の上にも三年という諺も堅く信じています。昔、私が遭遇した挫折は、いっぱいがあったにも拘わらず、私は、いつも、困難に向かって、勇ましく戦っていく決意があったのです、これこそ！本当の私の性格なのです。
　将来に向けて、私は、いつも、真面目に仕事に専念をしています。自分なりの生活スタイルも、好きし、自分の夢も持ち続けています。むろん、将来の人生には、出来れば、自分が一生懸命に努力して、できれは、自分の経済力を付ければ、貧しい人を助けてあけたいと思っています。現段階では、いうまでもなく、日頃の日常生活の意義がある営みは、非常に大切だと私は思っています。

以上

　　　　　　　　　　　　　西暦2013年11月7日22時11分
葉鈺汶

　　敬具

